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本WG設⽴の趣旨

【前提】⾼⼤研第２部会は「教材共有サ
イト」を運営してきており、そこでは
「教材（論）」が（⼀部暗黙的に）披歴

されてきた。

【趣旨】探究科⽬の授業開発にあたって、
「探究は、何をどのように、何のために
するのか」という⽬標論を授業開発の視
点から明⽰していく必要があります。こ
の⽬標に依拠することで、単元構成や内
容の精選原理、扱うべき資料像などが⽴
ち現れてくるのだと思います。

⽬標論から授業を構成するとは？ 教材（論）と⽬標論の違いは？



歴史（社会科授業）授業の階層性

授業理論

授業モデル

授業計画

授業実践

抽象

具体

育成する公⺠的資質像とそ
れを達成するための理論
（⽬標論に最も関わる）

授業理論を具体的な問いや
活動にしたもの

具体的な教室や⼦どもを想
定して、授業モデルを指導

案にしたもの

授業計画を実施に移したも
の

⾒えやすい

⾒えにくい

草原和博（2006）「教科教育実践学の構築に向けてー社会科教育実践研究の⽅法論とその展開ー」

教材（論）



教材（論）の語られ⽅①
• 加藤公明の場合 『考える⽇本史授業』
教材選択の条件
①教育内容とされている概念や理論、技術などを⼗分に内在
されていること
②その内在する教育内容を、⽣徒が主体的に獲得するための
⼊り⼝となる魅⼒的な発問や問題提起が可能であること
③⽣徒の内⾯性やクラスの⼈間関係に配慮して⽀障や問題の
ないこと
④⽣徒の興味・関⼼・問題意識を喚起し、さまざまな疑問や
⾃分なりの解釈・仮説を持つことができ、それらを教師に伝
える素材・媒体であること

➡教材が教育内容を内包しているか、⽣徒にとって魅⼒的
で、⽣徒の興味や関⼼を喚起することが教材の条件である。



教材（論）の語られ⽅②
• ⼩川幸司の場合『世界史との対話』
最優先したのは、読者に世界史の講義を⾯⽩く、読んで
もらうという書物の価値である。・・・例えば第３講の
「ファラオの呪いの正体は」は古代エジプト⽂明の歴史
から始まり、後半はツタンカーメンの呪いの正体を求め
て、20世紀初頭、エジプトのワフド党の⺠族運動に⾶
ぶ。」・・・私の授業は、よく⾔えばアラベスク、悪く
⾔えば迷路なのである。しかし、本書は、「書物」であ
るから、迷路をなるべく整理して、各回に完結性を持た
せたつもりである。

➡⼩川は書籍を通して教材として加⼯された歴史事象を
読者に提供するが、その際には⾯⽩さと、分かりやすさ
を追求している。



教材論の語られ⽅ まとめ
• 教材論は、

教師と学習者のコミュニケーション場⾯において

① 学習者の興味・関⼼を引くこと（⾯⽩さ）
② 学習内容が、整理されていること（わかりやすさ）

が語られる《ネタ集としての教材》。

ここでは、何のために教えるのか/学ぶのかという視点（⽬標論）が
⽋落しやすい

この教材、⾯⽩いな！
この教材なら、勘合貿易
が理解できるな！



教材論と⽬標論の接続
• しかし、先にあげた加藤や⼩川の教材論から⽬標論は読み取れない
が、加藤や⼩川に⽬標論が⽋けているわけではない！！

加藤
⽣徒が⽣き⽣きと主体的に⾃らの歴史認識を創造し、それをより科学
的に発展させることで、彼らの歴史意識を⺠主国家⽇本の主権者にふ
さわしいものに成⻑させること・・・が急務である（『考える⽇本史
授業４』p.14。

⼩川
「歴史批評」とは、歴史を素材にして⼈間のあり⽅や政治のあり⽅、
ひいては⾃分の⽣き⽅について考える、「知」のいとなみである。
（『世界史との対話・中』p.3）
＊近年は、教師と⽣徒双⽅の歴史認識を鍛えることで、社会の集合的記憶を鍛え上げること（歴史想像）
が⽬標とされている。「〈私たち〉の世界史へ」『岩波講座 世界史とは何か』p.16

公⺠的資質の育成に歴史教育がいかに寄与するのかという観点から、
具体的な公⺠的資質（市⺠像）が設定されている。



教材論と⽬標論の接続

授業理論（⽬標論）

授業モデル

授業計画

授業実践

抽象

具体

草原和博（2006）「教科教育実践学の構築に向けてー社会科教育実践研究の⽅法論とその展開ー」

教材（論） 【教材論】
・教育内容を内包
しているか
・⽣徒の興味・関
⼼を喚起するか

【教材論】
・⾯⽩いか
・分かりやすいか

【⽬標論】
科学的な歴史認識形
成を通した、⺠主的
な歴史意識の形成

【⽬標論】
⼈間のあり⽅・政治
のあり⽅・⾃分の⽣
き⽅について考える

【授業理論】
討論授業

【授業理論】
歴史批評

授業理論（ex,討論授業、歴
史批評）を媒介して⽬標論

と教材論が接続



歴史授業における授業理論（モデル）の⼀例
授業理論 ⽬標論（多様な市⺠的資質） 特徴 事例

討論授業 科学的な歴史認識形成を通した、⺠主
的な歴史意識の形成

⼈間のあり⽅・政治のあり⽅・⾃分の⽣き⽅
について考える

加藤公明『考える⽇本史』

歴史批評 ⼈間のあり⽅・政治のあり⽅・⾃分の
⽣き⽅について考える

歴史の「事実」や「解釈」が⽣徒⾃⾝にとっ
て、どのような意味があるのかを問う

⼩川幸司『世界史との対話』

科学的探求 社会的問題の原因や政策のもたらす結
果について、より説得⼒のある説明が
できること

体系化・構造化された「なぜ」の問いを教師
の「指導された討論」によって展開する

渡部⻯也・井⼿⼝泰典『社会
科授業づくりの理論と⽅法』

歴史的エンパシー 異⽂化理解・他者理解 史資料を⽤いて、現代とは異なる過去の時代
⽂脈を探究する

⽯井天真「歴史的エンパシー
を働かせる実践とはどのよう
なものか」

メタヒストリー学習 解釈や⾔説の権⼒（政治性）への批判
的意識

歴史の叙述（表象）がいかなる視点からいか
に⾏われているのかを分析したり、⽐較した
りする

服部⼀秀「メタヒストリー学
習に基づく社会形成教育とし
ての歴史授業」

歴史論争問題学習 現代の論争問題への有為な参加 現代の歴史論争問題がいかに歴史的に構築さ
れたのかを探究し、歴史論争問題への意⾒表
明をさせる

星瑞希「歴史論争問題学習の
指導と評価の⽅略」

これらの授業理論はあくまで参考であり、これらの理論に依拠することがあっても良いが、これらの理論を参
考に⽬標論と、⽬標を達成していくための⼿段、教材論との接続を考慮して、⾃らの授業理論を構築していく
ことが求められる。結果、教科特性や、授業内容、⽣徒の実態を踏まえて、これらを組み合わせてカリキュラ
ム（論）を構築していくことが求められる。



教材論から授業理論への昇華を⽬指して
Øこれまで教材論で⽌まっていた第⼆部会での議論を、⽬標論へと接続する
ために、教材論から授業理論（⽬標論）への昇華を⽬指す。

Ø授業の⽬標が明確になることで、⽬標遂⾏の観点から相互批評が容易にな
る。その際には、①⽬標と⼿段に⼀貫性があるかというカリキュラム⼯学
的視点、②⽣徒の学びから⽬標は達成されたかという経験されたカリキュ
ラムの視点があるが、相互批評を通して授業改善の契機が⽣まれる（教材
論は「何でもあり」になりやすい）。

Ø授業理論へ昇華することは学習指導要領の相対化（批評）へと繋がる可能
性を持つ。

↪学習指導要領は教育内容について規定しているが、教材論は規定されてこ
なかった（教師の裁量に任せられていた）ため、教材論だけでは学習指導要
領を相対化することはできない。


